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３）「共創」に労働（ i .e . ,  障害者の雇用形態）がどう関与するか。  
 
キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 
〔      共創           〕 〔   コミュニティ活動 〕 〔   障害者運動 〕 
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「共創」の概念化に向けて導き出した事柄は以下 3 点にまとめられる。  
 
１）「共創」という用語は、保健医療福祉分野（とくに地域福祉）やコミュニティ活動（小












祉領域の論文検索サイト「医中誌 Web」  を用いたキーワード検索では、タイトルと抄録























人の関係性の重要性を訴えそれを社会構築の要と捉えるものである。「信頼、規範、互 酬  
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